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平
成
２４
年
３
月
２２
日
（
木
） 

天
候 

晴
れ 

京
阪
私
市
駅
改
札
出
口
集
合 

京
阪
私
市
→
大
阪
市
立
大
学

理
学
部
附
属
植
物
園
→
星
の

里
（
い
わ
ふ
ね
）
→
京
阪
私

市 大
阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属

植
物
園
で
は
、
企
画
調
整
業

務
主
任 

田
中
信
吾
さ
ん
に 

園
内
を
丁
寧
に
説
明
し
て
頂

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
御

座
い
ま
し
た
。 

 

交
野
市
は
、
大
阪
府
の
北

東
部
、
生
駒
山
系
の
北
端
に

位
置
し
、
古
い
都
の
大
阪
、

奈
良
、
京
都
の
三
都
に
近
く
、

渡
来
文
化
人
や
都
び
と
等
の

往
来
と
と
も
に
、
星
降
伝
説

や
桜
狩
り
な
ど
、
多
く
の
古

文
献
や
伝
承
に
謳
わ
れ
、
豊

か
な
独
特
の
文
化
風
土
を
培

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

市
域
の
南
半
分
は
、
生
駒
国

定
公
園
、
府
民
の
森
の
緑
あ

ふ
れ
る
山
地
で
占
め
ら
れ
、

清
水
ほ
と
ば
し
る
天
の
川
ほ

か
の
渓
谷
と
四
季
彩
豊
か
な

散
策
道
が
幾
本
も
織
り
成
し

ま
す
。 

麓
の
大
地
に
は
、
ぶ
ど
う
、
み

か
ん
、
い
ち
ご
、
い
も
な
ど
の

名
産
が
豊
か
に
実
り
、里
に
は

旧
街
道
沿
い
に
、土
塀
や
長
屋

門
の
続
く
古
い
集
落
が
散
在

し
ま
す
。 

以
前
は
条
例
に
よ
り
建
築
が

高
さ
制
限
さ
れ
て
お
り
、４
階

建
て
以
上
の
建
物
が
な
か
っ

た
が
現
在
は
撤
廃
さ
れ
、マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。 

市
民
憲
章
は
「
和
」
一
文
字
で

日
本
一
短
い
市
民
憲
章
で
す
。 

「
星
の
ま
ち
☆
か
た
の
」と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
と

お
り
、交
野
市
に
は
星
に
ま
つ

わ
る
地
名
や
伝
説
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
の
一

つ
は
、交
野
市
の
中
心
部
を
流

れ
る
天
野
川
で
す
。 

 

稲
作
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
に
、

こ
の
地
を
た
た
え
て
あ
ま
の

（
甘
野
）
と
い
い
、
川
水
を
甘

野
川
と
言
っ
た
こ
と
が
由
来

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
を
平
安
時
代
、交
野
が
原

へ
遊
猟
に
訪
れ
て
い
た
宮
廷

人
が
、

歌
合

わ
せ

の
際

に
、

夜
の

大
空
に
星
の
連
な
る
「
天
の

川
」
に
な
ぞ
ら
え
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
が
定
着
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

星
田
と
い
う
地
名
も
、
用

水
の
不
足
で
水
田
の
耕
作
が

で
き
ず
、
牧
場
に
さ
れ
た
こ

の
地
は
「
乾
し
田
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
を
、
八
丁
三
所
の
降
星

の
伝
説
か
ら
、
天
界
に
広
が

る
美
し
い
星
の
田
と
改
称
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

大
阪
市
立
大
学
理
学
部 

附
属
植
物
園 

前
身
は
、
満
蒙
開
拓
団
の
訓

練
施
設
と
し
て
一
九
四
一
年

（
昭
和
16
年
）
3
月
に
開

設
さ
れ
た
大
阪
市
興
亜
拓
殖

訓
練
道
場
で
し
た
。 

第
２
次
大
戦
が
終
わ
っ
た
一

九
四
五
年
九
月
に
大
阪
市
立

農
事
練
習
所
と
な
る
が
、
一

九
五
〇
年
に
大
阪
市
立
大
学

に
移
管
さ
れ
、
研
究
施
設
理

工
学
部
附
属
植
物
園
と
な
る
。 

一
九
五
九
年
に
理
学
部
と
工

学
部
に
分
離
さ
れ
た
と
き
理

学
部
附
属
植
物
園
と
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

入
園
券
の
カ
タ
ク
リ
は
、
昼

間
だ
け
開
く
可
憐
な
花
で
す
。

丁
度
開
花
の
時
期
で
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

桜
山
に
野
生
種
か
ら
園
芸
品

種
ま
で
約
50
種
類
、
二
百
本

以
上
の
桜
が
植
栽
さ
れ
て
い

ま
す
。 

◎
４
月
３
日
～
４
月
８
日
迄

桜
山
が
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す
。（
雨
天
中
止
） 

（
詳
細
は
槻
輪
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧

く
だ
さ
い
）
Ｓ
・
Ｏ 

           

      

 

大
相
撲
春
場
所
５
日
目
。

な
ん
ば
の
府
立
体
育
館
に

行
く
。
二
年
ぶ
り
の
大
阪

場
所
は
、
２
時
頃
着
く
と
、

色
と
り
ど
り
の
幟
が
、
た

な
び
き
入
場
し
て
く
る
関

取
を
見
よ
う
と
、
山
の
よ

う
な
人
垣
。
十
両
、
幕
内

の
土
俵
入
り
、
み
な
各
々

き
ら
び
や
か
な
化
粧
ま
わ

し
と
大
銀
杏
の
髪
型
で
い

つ
も
の
稽
古
場
と
は
一
味

違
う
表
情
。
そ
し
て
や
は

り
何
と
い
っ
て
も
横
綱
白

鳳
の
太
刀
持
ち
、
露
払
い

を
従
え
た
土
俵
入
は
美
し

く
圧
巻
で
あ
っ
た
。（
抜

粋
） 
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２０１２年５月度行事予定 

"情熱的で美しいあなたにぴったりのバラを見つけよう"：茨木市  

月 日：２０１２年５月１７日（第３木曜日）  

集合場所：Ｊ阪急茨木市駅改札出口 10:30 

阪急茨木南 10：31 発－（近鉄バス）→「水尾三丁目

行き」に乗り「若園公園前」バス停下車 徒歩 3 分   

順 路: 阪急茨木市駅→若園バラ公園→徒歩→阪急茨木市駅   

そ の 他：１）５月は休園しない。 

２）駐車場は有るがシーズン中は満車になるようです。 

 

２０１２年４月度行事予定 
“静かな山間の別荘でひとときをすごしましょう”：出灰 
月 日：平成２４年４月１８日（第３水曜日） 

集合場所：ＪＲ高槻駅北口発２番のり場 9:34 発  

中畑回転場行 出灰下車（10:07 頃） 

順 路：ＪＲ高槻駅→出灰→素盞鳴神社→願成寺→総会会場 

そ の 他：１）「わがまち紹介」後、2012 年度ＶＧ槻輪総会 

２）総会後、会食・親睦会を行います。 

 

わ
が
ま
ち
紹
介 

"

清
水
ほ
と
ば
し
る
天
の
川
・
星
の
里
の
ま
ち
゛ 

交
野
市
私
市 

Ｖ
Ｇ
槻
輪
会
員
の
皆
様
へ 

① 

四
月
一
八
日
（
水
）
Ｖ
Ｇ
槻
輪
の
総
会
・
親
睦
会
は
、 

出
灰
の
別
荘
で
開
催
し
ま
す
。 

総
会
・
親
睦
会
は
皆
様
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
企
画
で
、
楽

し
く
素
敵
な
集
会
に
し
ま
し
ょ
う 

② 

四
月
二
十
一
日
（
土
） 

 

「
た
か
つ
き
春
の
市
」
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

活
動
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
ま
す
。 

楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
を
作
り
ま
し
ょ
う 
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